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研究成果の概要（和文）：　本研究では、アジア地域の大災害被災地を対象としたフィールド調査と国際防災戦
略・政策との比較分析を通して、災害時の被害軽減に向けた持続発展可能な学校防災の実践と外部支援のあり方
を明らかにしようとすることを試みた。研究期間内に、インドネシア国アチェ州、ベトナム国ダナン市、米国ハ
ワイ州ハワイ島における現地調査を実施した。ASEANを対象にした調査を実施し、ASEAN School Safety 
Initiativeとの連携を深めた。国際防災戦略仙台防災枠組と包括的学校安全枠組の関係、COVID-19が包括的学校
安全に与える影響、東日本大震災被災地の学校防災の展開と教訓等をとりまとめた。
　

研究成果の概要（英文）：This research　tried to identify a model for sustainable and effective 
school disaster safety implementation for disaster risk reduction and argued the ideal form of 
external support extended to schools  through field research at disaster-affected areas in Asia.  
During the research period, field surveys were conducted in Aceh, Indonesia, Da Nang, Vietnam, and 
Hawaii Island, Hawaii, USA. Furthermore, a collaboration with ASEAN Safe School Initiative was 
deepened.  Research results were published on academic journals and international journals regarding
 the relationship between the Sendai Framework for Disaster Risk Reduction and the Comprehensive 
School Safety Framework, the impact of COVID-19 on comprehensive school safety, and the development 
and lessons on school safety at the tsunami-affected areas by the 2011 Great East Japan Earthquake.

研究分野： 学校防災

キーワード： 学校防災　包括的学校安全枠組　セーフスクール　国際協力

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって、国際防災戦略における学校防災の位置づけが明らかになり、ASEAN地域において教育における
防災の主流化に向けた教育計画や防災計画との接合性が示され、学習環境の安全、防災管理、防災教育の3つの
柱が学校運営上どのように位置づけられ実践されているのか、その体制が明らかになった。東日本大震災での大
川小学校津波事故での教訓をもとに更なる学校防災の拡充に向けた取組みを国際発信することで世界との学び合
いに寄与できた。国際協力を通じて学校防災を推進する際の課題も示されたことで、さらなる学校防災の拡充に
むけた国際比較研究や実践研究を進めるための基盤を築くことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 世界各国で災害が多発する近年、日本のみならず国際的にも防災教育や学校の災害安全の拡
充に対する関心が高まっている。国際防災戦略「仙台防災枠組 2015−2030」や「包括的学校安全
枠組」では、学校防災の重要性が強調されている。日本においても東日本大震災の教訓やその後
も多発する自然災害からの教訓を踏まえた学校防災の拡充が進められている。しかし、アジアの
災害多発地域の学校では多様な社会経済的な環境の中、教育セクターの財政的、人的キャパシテ
ィの制約、山積する教育課題等により、学校現場で防災が優先され取組まれることは難しく、災
害後の外部支援頼みの状況が多く見られる。こうした中で、災害リスク軽減に向けた持続可能な
学校防災とその支援のあり方が問われており、本研究は、以下の学術的「問い」に応えようとす
るものである。学校運営上、防災がどのように位置づけられているのか？児童生徒の安全確保は
誰の責任か？学校防災の実践を支えるための政策的、制度的サポートは、どのように整備されて
いるのか？災害リスク軽減に向けた持続可能な学校防災を実現していくために、学校での実践
と教育・防災行政との間のミッシング・リンクはどこにあるのか？災害後の緊急支援から長期的
な復興支援の流れの中で、包括的で持続可能な学校防災の実現に向けてどのような支援が求め
られているのか？ 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、アジア地域における学校防災活動に関して、教育計画や政策との接続性、学

校運営上の位置付け、学校防災の包括性、教育内容の地域性の観点から検証し、その成功・制約
要因を明らかにし、国際枠組みや日本の経験等と比較検証することである。本研究により、災害
リスク軽減に向けた持続可能な学校防災とその支援のあり方が提示され、今後の学校防災分野
での国際協力の改善や教育開発と学校防災との融合にも資することが可能になる。 
 
３．研究の方法 

 
当初の研究方法は、以下の通りであった。 
1）「教育セクターの防災の主流化」、包括的学校安全枠組に関する法／政策、制度の整備状況

を政策文書、先行研究の分析、事例地における教育ならびに防災関係部局等へのヒアリング調査
から収集し分析する。 

2）各事例地において、学校長・教職員等を対象にセミストラクチャーの質問紙調査による学
校調査を行い、学校防災の持続性やリスク軽減策を a）学校運営体制、b）包括性、c）地域との
連携、d）地域材の活用、e）外部支援団体の関わり方等から評価・分析する。 

3）日本や国際枠組等との比較より被害軽減に向けた持続発展可能な学校防災の拡充に向けた
成功・制約要因を抽出する。 
研究代表者（桜井）が研究全般、特に学校防災のガバナンスを担い、アジア各国での防災研究

を行うショウは特に地域連携、教職大学にて防災人材育成を担う小田は防災教育／教員研修、学
校施設安全については地震防災専門の佐藤が分担することとしていた。事例地で支援実績を持
つ国内の研究協力者や分担者から助言と支援を得て事例地を選定し、研究枠組みの精査と調査
規模を決定する。 

 
2019 年度末から COVID-19 の世界的パンデミックによりフィールド訪問が困難となったこ

とから、調査の重点を政策文書や先行研究ならびにオンラインを通じたヒアリング等による現
地調査を中心に変更した。最終的に、研究期間中に現地訪問、オンラインでのネットワークが可
能となった国・地域はインドネシア、ベトナム、ASEAN、米国ハワイ島、台湾となった。研究
期間は 2021 年度末から 1 年間延長され、調査対象地に先進国を加え研究期間が終了した。 

 
４．研究成果 
 COVID-19 の世界的パンデミックにより、研究方法の見直し、事例地の再検討等を行なった結
果、以下に関する主要な成果が取りまとめられた。 
 
1）国際防災枠組における学校防災の位置づけと外部支援のあり方 
2021 年に発表した 2つの論文「仙台防災枠組と学校防災-国際協力を通じた世界からの学び合

いを目指して-」「仙台防災枠組と包括的学校安全枠組-学校防災をめぐる国際的政策動向と取組
体制-」において、国際防災枠組における学校防災の位置づけと外部支援のあり方について、こ
れまでの研究成果を取りまとめた。『季刊地理学』に発表された前者論文では、自然災害による
被害軽減のためには自然ハザードと社会の脆弱性の双方に目を向け、各地域が持つ特質や事情
を理解することが重要であるという地理学からの防災へのアプローチをもとに、仙台防災枠組



を分析し、学校防災について学校における自然災害による犠牲者を減らし、災害による教育の中
断期間を短縮するためには学校施設の安全性を高め防災管理と防災教育とをあわせて包括的に
学校安全を高めていく包括的アプローチが強調されていることを示した。また地理空間情報を
活用した学校レベルでの災害リスクの理解を踏まえた学校防災力の向上は、世界的な課題であ
ることを検討するとともに、日本の国際協力から得られた教訓には海外に限定されることなく
日本国内における学校防災力向上を目指す上でも共通した内容が多く見られるため、日本で実
践に取組む人材の参加を促進し国際協力の現場での支援を通じた相互の学び合いによる国際協
力が重要であることを示した。 
『安全教育学研究』に発表された後者論文では、仙台防災枠組の下で学校防災がどのように位

置づけられ、世界的に推進されているのかについて、 国際的動向、地域、国、学校の各レベル
での取組からその全体像を明らかにすることを試みた。仙台防災枠組の下、学校防災を世界的に
推進しその進捗を把握していくために包括的学校安全枠組が位置づけられているが、地域的取
組の一例として検討した ASEAN 地域では、 ASEAN セーフスクール・イニシアティブを通じて各
国での学校防災拡充のために国際機関等と協力しながら加盟国に対して資金的技術的支援を行
っていることが明らかになった。中でもフィリピンは、ASEAN の中でも取組の最も進んだ国のひ
とつであり、教育省の学校防災担当専門部局が 2015 年以降積極的にトップダウンで学校防災拡
充を図っていることが示された。 
2021 年 3 月、国際 NGO プラン・インターナショナルの主催するオンラインセミナーにて「日

本における学校防災の推進」について講演し、同年 4月には台湾教育部が主催する台日防災教育
実務経験フォーラム（オンライン）にて基調講演「持続可能な開発目標（SDGs ）視点からの学
校防災教育の構築」を行なった。その他、学会発表も複数行なった。 
 

2）新型コロナウィルス感染症の世界的拡大による学校防災の見直しについての検討 
 2020 年度より COVID-19 の世界的パンデミックにより、フィールド調査が実施不可能な状況が
続き、感染症対策の一環としての行動変容を促すためのリスクコミュニケーションが展開され
た。また学校では、休校期間を経て感染症対策を実施する中学校が再開された。自然災害と感染
症の違いはあるが、いずれも危機対応であることが共通している。こうした中、共同研究者の
Shaw らと論文“New Realization of Disaster Risk Reduction Education in the Context of 
a Global  Pandemic: Lessons from Japan”を取りまとめ、2021 年国際ジャーナル
International Journal of Disaster Risk Science にて発表した。論文では仙台防災枠組の文
脈での感染症リスクの位置づけを検討し、次いで教育セクターへの影響を議論した。事例として
福岡県大牟田市を取り上げ、Education for Sustainable Development (ESD)を推進してきた同
市では、学校と市教育委員会、地域や外部団体との連携の基盤ができており、こうした基盤が感
染症対応に貢献したこと等を明らかにした。同論文をもとに、2021 年 10 月、インドネシア国ア
チェ州 Samudra 大学が開催したオンライン国際会議 1st International Conference of Applied 
Geography Education において基調講演を行なった。 
 
3）事例国に関する活動と成果 
2018 年度、2019 年度と Hanoi University of Natural Resources and Environment 等の研究

者らと協力し、ベトナムでのフィールド調査に取組んだ。2020 年には感染症拡大の影響で現地
渡航はできなかったものの、2021 年度までの間に現地研究者を中心に School Disaster 
Resilience Assessment の枠組を用いて、日本の NGO が 10 年前に学校防災プロジェクトを実施
した中部ダナン市の全 97小学校を対象に質問紙調査を実施した。成果は、2020 年 1月にハノイ
で開催されたワークショップ、International Conference on Risk management in the context 
of climate change でポスター発表され、同会議の最優秀ポスター賞に選出された。これらを踏
まえた論文が現在、国際ジャーナルに投稿中である。また日越大学気候変動・開発プログラムが
開催した国際会議に参加し、基調講演を行うとともに、同プログラムで出版した書籍 Interlocal 
Adaptations to Climate Change in East and Southeast Asia; Sharing Lessons of Agriculture, 
Disaster Risk Reduction and Resource Management にて学校と地域の連携に関する研究成果を
発表した。 
インドネシアに関しては、2018 年度アチェで開催された AIWEST-DR2018 に参加し、現地調査

の打ち合わせを行なったが、2019 年度末に予定していた現地訪問ができなくなったことにより、
インドネシアでの現地調査を実施することができなかった。インドネシアに関する研究成果は、
アチェ州のシャークアラ大学の研究パートナーとの研究成果に限られることとなった。 
 事例対象として ASEAN との交流を深め、情報収集を積極的に行うとともに日本の経験につい
ての情報発信を、2019 年 4月、ASEAN Regional Conference of School Safety、2020 年、ASEAN 
High-Level Symposium on Disaster Management にて行なった。 
 2021 年米国ハワイ州にて、調査を実施した。初回の訪問となり、Pacific Tsunami Museum, 
University of Hawaii ヒロ校、University of Hawaii の National Disaster Preparedness 
Training Center、ハワイ州教育省等とのネットワークを構築した。 
 
4）日本における取組と成果の国際発信 
日本においても東日本大震災の最大の被災地の一つである石巻市を事例地として研究を進め



た。特に研究期間中の 2019 年 10 月、大川小学校津波訴訟に関する仙台高裁の判決が確定したこ
とにより、日本では同判決を受け文科省は全国の学校での防災体制の拡充や防災教育の見直し
を求める通知を発出し、日本の学校防災体制の見直しが進められることとなった。本研究では、
共同研究者の佐藤や小田らとともに、石巻市の学校防災教育ならびに教員研修プログラムの開
発を通じた実践研究を展開し、本研究の目的である学校防災について a）学校運営体制、b）包
括性、c）地域との連携、d）地域材の活用、e）外部支援団体の関わり方等から評価・分析を進
めた。 
防災教育については、石巻市の防災教育プログラムとなった「復興・防災マップづくり」につ

いては 2019 年に 5 年間の取組みを検証し『安全教育学研究』に発表した。さらに教育効果検証
のための調査を 2018 年に実施し、2021 年、国際ジャーナル International Journal of Disaster 
Risk Reduction に成果を発表した。震災から 10 周年を迎え、3．11 の津波記録を活用した学校
防災教育プログラムを開発し『防災教育学研究』にて発表した。オンライン教員研修プログラム
「学区の地図を活用した災害リスクの理解」を開発し、共同研究者の小田が筆頭となりその成果
を『安全教育学研究』に発表した。地域との連携については、共同研究者の佐藤が筆頭となりそ
の成果を『自然災害科学』に発表した。また 10 周年を迎えた東日本大震災の学校防災場の課題
や教訓の国際発信を積極的に展開した。 
 
（5）教科書の作成 
2019 年度より教職課程において学校安全について必ず修得することとされたことを受け、安全
教育の 3 領域の一つである防災教育を含む学校危機管理に関する教科書が研究期間中、相次い
で出版され、これらの中で担当執筆した。共同研究者の小田が取りまとめた『教師のための防
災学習帳』（朝倉書店）では、「第 6 章地球規模課題としての災害と国際的戦略」を担当した。
その他にも渡邊正樹編著『学校安全と危機管理（第 3 版）』では「第 7 章自然災害と学校防
災」、原清治・山内乾史編著『教育社会学』では、「第９章学校危機管理」等を担当した。 
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